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会長時間

　　会長　　川中 敬三

第2例会唱和　ロータリーの目的 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎と

して、奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨

励することにある。

『第１、知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；　第２、職業上の高

い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕

する機会として、ロータリアン各自の職業を高潔なものとすること；　第３、ロータリアン１人１人が、個人として、また

事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること；　第４、奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界

的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること；』 

先週末、台北松山扶輪社の25周年記念式典、祝賀会に20数名で出席してきました。シャォ会長様はじめ大歓迎を

受け更なる友好を誓い合いました。初日の昼食、小龍包の名店｛鼎泰豊｝から始まり、王朝大酒店の3時間半に及

ぶ大パーティー、2日目晴天に恵まれた九分、野柳観光組と長庚ＧＣ組、夕食は世界6位の高層ビル101での絶景

中華を満喫し、途中サンフレッチェの優勝にまたまた乾杯、3日目故宮観光での中国人の多さにびっくりした後、こ

の旅の最後として、園山大飯店での飲茶ランチを皆さんで囲い、今回の台北松山扶輪社25周年記念祝賀答礼旅

行の成功を祝いあいました。陵北ＲＣの最初の米山留学生だった黄大学教授様には、最初から最後まで色々とお

世話になり有難うございました。米山奨学資金の援助がこうも効果影響があるものかと今更ながら驚いた次第で

す。 

さて、今月は先週も申しましたように、今年からロータリーの特別月間が変わりました。　今までは家族月間でした

が、今年よりロータリー財団の６つの重点分野の１つである（疾病予防と治療）の月間です。今年度ＲＩ会長ラビンド

ラン氏は「世界へのプレゼントになろう」をテーマに掲げられ、その最重要課題として「ポリオの撲滅」を挙げられて

います。ロータリーがポリオ根絶を宣言した時には125か国のポリオ常在国があり、年間35万人の症例が発生してい

ました。今では1，2か国になり特にアフガニスタンだけで、この地球からポリオがなくなる日はもうまじかです。皆さん

には1人35ドル以上の寄付をお願いしているところですが今一歩のご協力をお願いします。本日はこの月間に因

み、鈴木会員に卓話をお願いしているところです。ロータリーの友12月号に、この月間における様々なプロジェクト

が地域社会で行われている実例がのっています。ロータリー財団の補助金を利用して、地域及びグローバルな奉

仕活動は、クラブ内の活力漲るパワーになること間違いなしだと思います。皆さん是非とも奉仕の輪をもっともっと大

きくしていきましょう。以上を申し述べ今日の会長スピーチとさせていただきます。 

今回の例会（１２月１６日）

ク リ ス マ ス 家 族 会

次回の例会（１月６日）

会 長 ・ 幹 事 年 頭 挨 拶

出席報告
（例会運営委員会）

12月9日(水)出席者

会員総数 53名

出席会員 41名

欠席会員 12名

ご来賓 2名

ご来客 2名

ゲスト 0名

来客者紹介
（親睦家族委員会）

12月9日(水)出席者

広島ＲＣ 1名

広島中央ＲＣ 1名

【例会】　毎週水曜日(12:30～13:30)　／　リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78）　／　082-502-1121

【会長】川中 敬三 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】高野 憲一郎 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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幹事報告
（高野憲一郎）

■お知らせ

・ 前回の例会にてご案内を致しました2015-2016年度国際

ロータリー第２７１０地区グループ６・７合同インターシティ･
ミーティングですが、理事・役員・入会３年未満の方は出席

義務となっております。

必ずご出席下さい。（黄色マーカの方）

また、今年度は当クラブからガバナ補佐が出ておりますの

で、全員出席のご協力をお願い致します。名簿を回覧致し

ますので、会議･懇親会の出欠をご記入下さい。 

・ １２月２９日～１月４日まで事務局は年末年始お休みとなり

ますので、緊急連絡等がありましたら、幹事までお願い致し

ます。 

・ 次回の例会はクリスマス家族会となりますので、お間違え

ないようご注意下さい。 

・ 本日発行の週報を受付へ置いておりますので、お持ち帰り

下さい。 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

川中敬三 会員

サンフレッチェ年間優勝おめでとうございます、先週の会長ス

ピーチで申したとうりになり、自分の運の強いのは、持前かと

驚きました。 

川中敬三 会員

一昨日携帯をなくしました、翌日探しましたがありませんでし

た。仕方なくドコモショップへ行き、紛失届を北警察署へ出し

たところ、中央警察署にあるとわかり、またもや運のいいことと

喜んでいきました。なんと高速4号トンネルの出口へ落ちてい

たのを、高速警備隊員の人が拾って届けてくれていました。公

務員なのでお礼はいらないと言われまたもやビックリ。 

川中敬三 会員

台北へ行かれた方は大変お疲れでしょう。台北で何杯御馳走

のお酒を飲まれたか知りませんが、その代わりにニコニコへご

寄附をお願いします。善徳は世の恒です宜しく。 

小川嘉彦 会員、瀬川長良 会員

１１月１０日の広島安芸ＲＣで東ガバナーの公式訪問を終えま

した。１２月５日の第３回ガバナー補佐会議も終えて、来年２月

２８日のＩＭが重要な行事となりました。今年は広島西ＲＣが段

取りをして頂いています。陵北会員全員の出席をお願いしま

す。 

Ｓ．Ａ．Ａ

先日、サンフレッチェ広島が３度目のＪ１優勝を果たしました。

全員出宝をお願いします。 

当日計 55,000円 累計 456,000円
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　 会 員 卓 話

鈴木 大次郎　会員 

特別被爆者の父、薬物治療で死の淵より健康を取り戻す。

おかげで私がこの世に生を受けることができた。

父は４９歳で亡くなる

無くなる直前の父の言葉　勉強をせいよー、薬局は儲かるでー

肝炎を起こすも漢方薬とレバコールを服用し

GOT GPTとも１５００以上の状態から１か月で治癒

正常化し現在まで再発なし。

筋力トレーニングとウオーキングにタンパク質とビタミンDが

筋肉の維持及び増加に重要です。By国立長寿医療研究センター副院長荒井　秀典

放射能を正しく知れば恐ろしくはない。

私の飲んでいる栄養剤。

タンパク質を含むレバコール、ビタミンDを含む

ポリグロン、カルシュウム、八味丸

ミトコンドリアを活性化するというARA

皆さん栄養剤を飲んで元気な毎日を！！ 

愛用の薬 フリーラジカルの絵
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　広島シンガポール協会へ　奨学金贈呈

【ご挨拶　　広島シンガポール協会会長　坪井様】 

広島陵北ロータリークラブ川中会長をはじめ会員の皆様、今年の6月に高木前会

長からバトンを引き継ぎました広島シンガポール協会会長の坪井でございます。

本日は、例会の貴重なお時間をいただき、広島シンガポール協会への支援金贈

呈式を開催していただきまして、誠にありがとうございます。 

ご支援いただきます日本語研修留学生奨学金制度は、平成19年度から開始した

もので、その内容は、シンガポール国立大学日本研究学科生1名が1年間、三原

国際外語学院さまで日本語能力検定試験1級取得を目指して勉強する制度でご

ざいます。広島信用金庫からの寄付金を元に、月額5万円、滞在する11ヵ月分の

奨学金を支給し、三原国際外語学院さまが、授業料を半額免除して支援しております。広島陵北ロータリークラブさ

まからの支援金は、今年度の第9期奨学生ナスルさんに送られることとなります。 

今日は、先日刷り上ったばかりの会報誌をお手元に配布させて頂いております。(2)ページ右下には、本日皆様から

お預かりいたします(ました)支援金を送るナスルさんの写真も載っております。彼は、職歴を経てシンガポール国立

大学に入学した学生で、前例に違わず、大変勉強熱心な学生さんでございます。このたびの広島陵北ロータリーク

ラブさまからのご支援に大変感謝しており、より一層、日本語学習に励みたいと感激しているところでございます。 

当協会は、来る12月14日、おかげ様で設立20周年を迎えます。この間、シンガポールから広島を訪れた学生や教

員達は、８００名を越えており、皆様方のご支援、ご協力に、あらためてお礼を申し上げます。 

ここで、広島シンガポール協会の活動内容について簡単にご紹介させて頂きたいと思います。当協会は、広島とシ

ンガポール共和国との相互理解を深め、文化、学術、経済など幅広い分野での交流を推進し、友好親善に寄与す

ることを目的として、1995(平成7年)年12月、広島信用金庫を事務局として設立致しました。シンガポールから、その

活力と多様性を学び、広島の活力に結びつけたいと願い、そのバイタリティーを若い世代の交流に託したいと願っ

て、学生交流支援を中心に活動してまいりました。 

私どもの学生交流支援は、先程の「1年間の日本語研修奨学生」以外に、「シンガポール国立大学の企業体験研修

のコーディネート」、「シンガポール国立大学日本理解研修(ホームステイプログラム)の受入」、「国立シンガポール・

ポリテクニック校日本語成績優秀学生の招待」等を年間を通して実施しております。 

私ども広島シンガポール協会は、これからも、シンガポールから、その活力と多様性を学び、広島という地域が、直

接世界と結びつく人々の交流に関わることにより、広島にも活力を生み出して行きたいと考えております。 

広島陵北ロータリークラブの皆様、今後とも、広島シンガポール協会の活動に対しまして、引き続きご支援いただき

ますようお願い申し上げ、お礼のご挨拶にかえさせていただきます。

本日は、誠にありがとうございました。 


